
患者様用説明文書
研究名：　ヒト病理検体を用いた、シグナル伝達分子の網羅的な発現の検討
タンパク質とは：

からだの中にある、「アミノ酸」という物質が数多く並んでいるものです。タンパク質はからだの中で様々な役割を担っております。この研究では人のからだの中でどのようなタンパク質がどの程度作られているのかを調べ、タンパク質の機能をより理解することにより、病気の起こる原因やその対策を探すことを目的としております。この研究では遺伝子の検索は行いませんので、個人情報について検索するものではありません。調べるタンパク質は検体によって異なりますが、例えば癌の組織の場合、癌を増殖させるタンパク質（例えばRas）や癌の増殖を抑えるタンパク質（例えばp53）の量を測定することで、癌の診断や治療法の開発を行うことが期待できます。
1)検体について

この研究のために組織を余計に切除することは全くありません。診断のために切除された組織から作成された病理標本を有効に活用するものです。

2)目的について

目的は病気の起こる原因を明らかにすることです。商業目的はありません。診断のために切除された患者様の検体から作製した病理標本を用いて病気のおこる原因や病気と関連するタンパク質のある場所を検討します。その結果を比べることで、将来は、病気の患者様にたいして、病気に対する治療法を開発することを目的とします。
3)目的外使用はない
研究は目的に沿って行われます。目的外に使用されることはありません。
4)この研究への同意および同意の撤回について

この研究参加は患者様の自由意思により決める事ができます。同意いただけない場合も患者様の不利益になるような事は一切ありません。また、研究参加に同意していただいた後でも、患者様がやめたいと思った時はいつでもやめることができます。

5)プライバシー保護について

この研究参加に同意いただける場合は、これらの研究結果は医学的な研究データとして蓄積され今後の医療の発展の為に活用されることになります。その際、患者様の氏名やその他のプライバシーに関わる事は全て保護され守られます。手術で摘出された組織は直ちに番号が割り振られ、その番号のみを使用して研究が行われます。番号と個人情報の関連は、研究者とは独立した管理者が管理します。
6)結果の公表について

結果は学術論文として公開される可能性があります。但し、個人情報に関する項目が公開されることはありません。

7)知的財産権について

研究成果が知的財産になる可能性がありますが、患者様に知的財産権が帰属することはありません。

8）費用について

研究の経費は全て大学の研究費で賄われます。患者様の負担は一切ありません。

9)研究成果について

ご希望があれば、学術論文として公開される研究成果をお知らせします。さらに結果について、北大病院にてカウンセリングを受けることができます。

この研究について、もっと知りたいことや、わからないことなどがありましたら、どんなことでもご遠慮なく担当の医師にお聞きください。また、不明な点は直接研究実施施設の担当者へ連絡をいただいてもかまいません。
【研究施設連絡先】
施設名：北海道大学医学部　　分野名：腫瘍病理学分野
担当者：教授・田中伸哉　　　電話：011-706-7806　
メール：tanaka@med.hokudai.ac.jp
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